
　図のように，水平に固定した細い絶縁体の棒に，長さ�/，質量�P�の一様な円柱状の導１

体棒を軽い導線で水平にぶら下げた。長方形�DEFG�は，磁束密度の大きさが�%�の一様な

鉛直下向きの磁場��磁界��の中に置かれ，形を保ったまま絶縁体の棒のまわりで自由に回転

できる。直流電源を用いて導体棒に電流を流すと，辺�DE�は鉛直方向から角度�K�傾いた位

置で静止した。
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���　このとき，導体棒の両端の電圧は�9�であった。この導体棒が断面積�6，抵抗率�T�の

　一様な材質でできているとき，導体棒に流れる電流の大きさ�,�を表す式として正しいも

　のを，次の��～��のうちから���つ選べ。, �
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���　電流の大きさが�,�のとき，WDQK �を表す式として正しいものを，次の��～��のうち

　から���つ選べ。ただし，重力加速度の大きさを�J�とする。WDQK �
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　直流電流計では電流の大きさに応じて指針が振れる。その動作原理は，電流が磁場から２

受ける力で理解できる。

���　次の文章中の空欄� ア ～ ウ �に入れる語句の組合せとして最も適当なものを，

　下の��～��のうちから���つ選べ。 �

　　図����D��のように，電流計の指示部は，指針と一体となったコイルと磁石からなる。

　コイル部分の模式図を図����E��に示す。電流が矢印の向きに流れるとき，コイルは磁石

　による磁場から力を受け，図����E��に示す向きに回転する。このとき回転に影響を与え

　る力を受けるのは，図����E��に示すコイルの� ア �の部分であり，$�の磁極は�

　 イ ，%�の磁極は� ウ �である。
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���　電流計のコイルは，断面積������� �PP ，全長�����P�の銅線でできている。その抵抗値

　として最も適当なものを，次の��～��のうちから���つ選べ。ただし，銅の抵抗率を�

　���� ���� �=･P�とする。 � �=
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���　図���のように，抵抗値�5�の抵抗を電流計と直列に接続した。ここで�U�はコイルの抵

　抗値である。電流計のコイル両端の電圧が�Y�のとき，図の�34�間の電圧�9�を表す式と

　して正しいものを，下の��～��のうちから���つ選べ。9 �
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